
苫小牧市立沼ノ端小学校 学校便り「沼小だより」   Ｎｏ．４   令和７年７月２５日 

 

                 沼小だより 
https://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/gakko/numanohata-es/ 

                                         
学 校 教 育 目 標 

 

 

 

 

生き残る戦略 
７月に入った途端、真夏のような暑さが続きました。１年生が育てているア

サガオに、１学期中にこんなに花が咲いたのを見たのは初めてです。温暖化を

ひしひしと感じます。 

さて、暑さは厄介なものですが、乾燥し暑すぎる真夏は、人間以外の生き物たちにとっても過

酷で、「夏眠」と呼ばれる休息状態になる生き物もいます。冬眠が寒さから身を守るために行わ

れるものなのに対し、夏眠は暑さや乾燥を避けるために行われます。夏眠する生き物の代表例

はヒキガエルで、梅雨があけて気温が高くなると、土の中や石の下などの涼しくて湿った場所に

潜ってじっと動かなくなり、秋になるまで姿をあまり現しません。他に、ミミズやナメクジ、カタツ

ムリの仲間なども、真夏はあまり見かけません。 

夏に多いイメージの虫たちの中にも夏眠をするものがいます。強烈な臭い

を出すカメムシは、強い日差しと高温が続くと、繁殖活動を一時停止して葉陰

や樹皮の裏に隠れ、秋の涼しさが戻るころに再び活動を始めます。テントウム

シの仲間も乾燥の激しい真夏には活動を抑え、葉の裏や石の下などでじっと

しています。テントウムシの餌であるアブラムシが真夏に数が減るので、お腹

いっぱいに食べられない時期には無駄に動かないようにするためだと考えられています。また、

バッタの仲間は暑い時期には産卵もしないし、卵も羽化しません。これは、暑さや乾燥で卵や幼

虫が死んでしまうリスクを避け、涼しくなるまで待つという賢い習性です。夏眠は、生き物が進

化の過程で身に付けた過酷な夏を乗りきる「生き残る戦略」と言えます。 

では、私たち人間はどうでしょうか？昔は、すだれ・打ち水・風鈴など、現代では扇風機やクー

ラーなど、長い歴史の中で暑さを乗り切る道具や知恵を生み出してきました。暑さ対策だけで

はなく、様々な事柄に対しても、道具と知恵で人間は生き残ってきたのです。 

これから訪れる世の中は、デジタル化がますます進み、単純な仕事はどんどんＡＩ・人工知能が

行うようになります。子ども達が大人になった時には、今ある仕事の半数がＡＩに置き換えられ

るとも言われます。果たして、そのような時代を生きていく子ども達の「生き残る戦略」とはどの

ようなものでしょうか？私は、ＡＩができないことや苦手なこと～新しい発想を生み出す力、人の

気持ちを汲み取る力、臨機応変な対応をする力など～を今から鍛えていくことこそが「生き残る

戦略」なのではないかと思います。 

明日から始まる夏休みは、普段学校がある日にはできないこと（人や自然と触れ合ったり、じ

っくり時間をかけて調べたり考えたり）ができる絶好のチャンスです。ぜひ、子ども達の「生き残

る戦略」につながる体験や経験ができる夏休みになることを願っています。 

令和７年７月  沼ノ端小学校長 大塚 志保 

  

進んでよく考える子ども   健康で明るい子ども 

力を合わせてやりぬく子ども 
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※予定していた行事が延期、中止となる場合があります。 
 
 
 

１日 金 夏季休業（～２４日） 1７日 日  

２日 土  1８日 月  

３日 日  １９日 火  

４日 月  ２０日 水  

５日 火  ２１日 木  

６日 水  ２２日 金  

７日 木  ２３日 土  

８日 金  ２４日 日  

９日 土  ２５日 月 ２学期始業式（４時間授業、給食あり） 

1０日 日  ２６日 火 夏休み図書返本週間（～２８日） 

1１日 月 山の日 ２７日 水 １，３，５年プール学習 

1２日 火 学校閉庁日 ２８日 木 PTA放課後子ども教室（陸上） 

1３日 水 学校閉庁日 ２９日 金 図書貸し出し開始 

1４日 木 学校閉庁日 ３０日 土  

１５日 金 学校閉庁日 ３１日 日  

１６日 土  

５～８月の帰宅時刻は、午後６時００分まで。 

 

事故やケガのない、楽しい休みを

お過ごしください。 

【連絡先】 小学校：５５－０４０３ 

※事故や不審者等、子どもの生命

や安全に関わる場合は、速やか

に警察・救急等へご連絡くださ

い。学校への連絡は、その後に

お願いします。 

休業中の学校への連絡について 

職員は原則、平日（８月１２～１５日を除く）の午前 8

時から午後4時30分まで勤務しています（研修や休暇

等で不在の場合もあります）。学校への連絡や問い合わ

せについては、この時間内にお願いします。 

８月１２日（火）～１５日（金）は学校閉庁日で、職員が

出勤していません。 この期間に緊急の連絡がある場合

は、下記にお願いします。 

０１４４－３２－６７３９ （苫小牧市教育委員会総務企画課） 

 

 
①交通ルールのご指導を！ 

   交差点での一時停止・左右の確認、自転車の乗り方等について、学校でも繰り返し指導していますが、夏

休み中はご家庭で繰り返し声かけをお願いします。地域の皆様から「暴走やとび出し等、危険な自転車の乗

り方をしている子どもがいる」という心配の声をいただいています。また、ヘルメット着用が努力義務とな

っています。「命を守る」という観点から、ご検討をお願いします。 

②帰宅時刻・遊ぶ場所の確認を！ 

市内全小学校では、８月までの帰宅時刻を午後６時としています。また、本校は校外生活のきまりとして、

「子どもたちだけで行ける場所は、校区内です。」と指導しています（沼ノ端スポーツセンター等は、３年生以

上で保護者の許可があれば行くことができますが、寄り道して校区外の公園や駄菓子屋等に立ち寄ること

は認めていません）。トラブル防止のため、遊びに行く前に、「どこで」「だれと」「何時まで」遊ぶのか、確認

をお願いします。 

③危ないと感じたら、声かけを！ 

危険な場所での遊びや、事故・ケガにつながりそうな遊びなど、子どもたちの行動で、目に余ることがあ

りましたら、知らない子でも積極的にお声がけください。「地域の方が見守ってくださっている」ということ

が、子どもたちの安全につながります。今後も、学校・保護者・地域が協働して、子どもたちを育てていきた

いと思います。よろしくお願いいたします。 

各種相談窓口について 

最近、教職員による子どもの性被害についての

ニュースが話題となっています。本校では、この問

題に関する相談窓口を管理職（校長、教頭）及び

養護教諭としておりますので、ご承知おきくださ

い。 

 また、お子さん及び保護者の方からのさまざま

な相談窓口についてまとめたプリントを改めて配

付しました。こちらもお子さんとご確認ください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※予定していた行事が延期、中止となる場合があります。 

 

１日 月 
５，６年２計測・視力検査 
放課後サポート学習 

1６日 火 個人懇談①（全校 B日課５時間授業） 

２日 火 
３，４年２計測・視力検査 
５年こころの授業 

１７日 水 
１年食の指導（栄養教諭来校） 
個人懇談②（全校 B日課５時間授業） 

３日 水 ２年，さくら２計測・視力検査 １８日 木 個人懇談③（全校 B日課５時間授業） 

４日 木 
１年２計測・視力検査 
クラブ⑤ 

１９日 金 
６年沼ノ端中学校祭（合唱）見学 
個人懇談④（全校 B日課５時間授業） 

５日 金 胆振防災教育デー 2０日 土  

６日 土  2１日 日  

７日 日  ２２日 月 個人懇談⑤（全校 B日課５時間授業） 

８日 月 

PTAお手玉の会（中休み） 
スクールカウンセラー来校（13:００～ 
１６：３０） 
ＰＴＡ放課後子ども教室（低学年） 

２３日 火 秋分の日 

９日 火 ２，４，６年プール学習 ２４日 水 個人懇談⑥（全校 B日課５時間授業） 

1０日 水 １，３，５年プール学習 ２５日 木 
ＰＴＡ朝の読み聞かせ（１，３組） 
個人懇談⑦（全校 B日課５時間授業） 

1１日 木 
５年食の指導（栄養教諭来校） 
児童会⑥ 

２６日 金 ４年見学旅行（ウポポイ等） 

１２日 金 
芸術鑑賞会（駒澤大学附属苫小牧高校
吹奏楽局来校） 

２７日 土  

１３日 土  ２８日 日  

１４日 日  ２９日 月 
沼ノ端おひさま保育園児学校見学 
ＰＴＡ放課後子ども教室（高学年） 

１５日 月 敬老の日 ３０日 火 ＰＴＡ朝の読み聞かせ（２組） 

９月の帰宅時刻は、午後５時３０分まで。 

 

 

 

児童の自主性を育む一環として昨年度から行っている、全校児童に大人気の取組です。 

６月の第１回は、計算を正確に解く速さを各学年内で競い 

ました。予選を勝ち抜いた子たちが、中休みに体育館で行わ 

れた決勝に出場、応援する子たちが見つめる中、集中して取 

り組みました。各学年の上位３名に賞状とメダルが授与され 

ました。 

 ７月の第２回は、運営スタッフの子供たちの発案で、中休み 

に「スタンプラリー」を行いました。校内あちこちに設けられ 

たチェックポイントで、クイズ等に答えながらカードにスタン 

プを押していきます。子供たちは、普段あまり行かない階に 

戸惑いながらも、楽しい時間を過ごしました。 

 

                                  国立日高青少年自然の家で実施しました。初日はグル 

ープごとに日高町内を探検する「ひだからハンター」、二 

日目は自分たちで割った薪でのたき火体験を中心に活 

動しました。 暑い中でしたが、全員が体調を崩すことな 

く元気に過ごせたこと、自分たちで考えながら行動しよ 

うとしていたことなど、５年生の成長が感じられる二日 

間でした。 


